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平成３０年大磯町議会 

１２月定例会一般質問（１２月２０日・２１日） 

質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

１ 

２番 

清田 文雄議員 

（ 40 分） 

9：05～9:45 

 

１．旧吉田茂邸の今後の運営方針と県立大磯城山公園との関連整備につい

て 

 旧吉田茂邸が再建、公開され、来年４月には３年目を迎えようとしてい

る。初年度には見込みを上回る 10 万人以上の来館者があり、２年目の今

年度もツアーの方や一般の来館者が数多く訪れているようで喜ばしいこ

とであるが、今後の課題として公開前から懸念されていたリピーターを誘

引し確保するための施設利用計画や、集会や研修会への利用等、様々な取

り組みをされてきたことは決算委員会などの質問により承知はしている

が、３年目を迎えるに当たり、さらに新たな計画や運営方針はあるのか。

将来的には民間活力を導入した施設運営について検討するとのことであ

ったが、その考えは。また、県立公園である大磯城山公園整備との関連に

ついて質問する。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

15番 

柴崎  茂議員 

（ 90 分） 

10：05～11：35 

１．町民に知らせる数字に欺瞞はないか 

（１）町債残高の「広報おおいそ」と「議会だよりおおいそ」に示される

数字にそごがある。何が真実で町民に伝えようとしているのか。 

（２）中学校給食の委託業者であったエンゼルフーズ(株)に対する違約金

に間違いはないか。背任ではないか。 

 

２．大磯駅前整備、大磯港賑わい交流施設整備は本当に行うのか 

 両整備にいくらかかる予定か。本当に町民が必要としているか。なぜ、

そのように考えるのか。 

 

３．「広報おおいそ」の配布は適切か 

「広報おおいそ」の各戸への配布に関し、各地区への委託は適切に行わ

れているか。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 
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３ 

９番 

二宮加寿子議員 

（ 70 分） 

13：00～14：10 

１．風疹等感染症予防対策について 

風疹患者報告数は毎週100人以上のペースで国内で増え続けていて勢い

は衰えておらず、町民の予防対策について伺う。 

（１）現在の状況は。 

（２）風疹にかかる予防と対策は。 

（３）抗体検査、ワクチン接種の助成と拡大の考えは。 

（４）風疹等感染症予防対策の東京オリンピック・パラリンピックに向け

た対応は。 

 

２．防災マップの洪水浸水想定区域図の情報提供と町民周知について 

 大磯町金目川（花水川）洪水浸水想定図が広報 12 月号に合わせ配布さ

れたが、町が平成 22 年に作成した「大磯町洪水ハザードマップ」と比較

すると浸水区域は異なって広がっている状況もある。災害による被害をい

かに軽減させ未然に防ぐためにも、対策や対応を図って災害の種類や規模

を把握し、認識することが重要と考える。 

（１）町民への周知の方法はどのようにされたか。 

（２）指定避難所の認識と指定避難所等の運営は適切に図られるか。 

（３）町民等に向けた説明会や講演会などは必要ではないか。 

（４）地区防災計画の推進に対する考えは。 

 

３．小・中学校の児童・生徒のランドセルやかばんの重さについて 

文部科学省が今年９月に都道府県に児童・生徒の持ち運ぶ教科書などの

重量に配慮するよう連絡があったと思うが、本町の状況を伺う。 

（１）重量の測定などの調査はされたか。 

（２）具体的な対策は考えているか。 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

４ 

１番 

竹内恵美子議員 

（ 50 分） 

14：30～15：20 

 

１．国府橋の改修工事の進捗状況は 

（１）土地の買収状況は。 

（２）現在、行っている河川改修の状況は。 

（３）今後の予定は。 

 

２．防災への取り組みについて 

（１）今までの防災対策について。 

  ①総合防災訓練で、今年中止した内容は。また、来年は行うのか。 

  ②防災ミーティングで、今まで取り組んできた内容は。 

（２）今後の新しい防災対策について。 

  ①課題はどのようなものがあるか。課題に対する計画はどのようか。 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 
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５ 

８番 

奥津 勝子議員 

（ 50 分） 

15：40～16：30 

１．町の行政手続きについて問う 

葬儀後の役所での手続きは実に煩雑である。個々の状況によって違う

が、最低でも５～７つ、多い場合は30以上の届け出に10以上の窓口を回

る。こうした手続きを一括して手助けする窓口の開設が静かに広まってい

るが。 

（１）大磯町の手続きへの対応は。 

（２）課題は。 

（３）町民の負担軽減への熱意と知恵はいかがか。 

 

２．防犯カメラの設置状況を問う 

 近年、地域実績でよく目につくのが防犯カメラである。地域住民を犯罪

や事故から守るツールに定着したといえるが。 

（１）町の設置状況は。 

（２）地域の安全安心に敏感に対応する行政からの対策は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

６ 

10番 

山田 喜一議員 

（ 90 分） 

9：00～10：30 

 

１．町長選挙結果をどう受けとるか 

 ２期８年にわたる町政運営の実績を掲げ、明治記念大磯邸園や大磯港の

整備など進行中の政策の継続を訴えた中﨑現町長が当選した。 

 開票結果は5,429 票で当選したが、対立２候補は5,810 票、無効票282

票となり、中﨑町長の得票率は約 47％となった。投票率も前回より５ポ

イント低下し41.17％で過去最低を更新した。 

 この選挙結果は８年間の中﨑町政への町民の厳しい評価ではないかと

思うが、町長の評価はいかに。 

 

２．全国に報道された「まずい給食」の中止は大磯町政の集約された問題

ではないか 

 ５年もかけて数億円を支出したにもかかわらず、中断した問題は何か。

この給食問題に町政の問題点が集約されていると思うが、いかに考えてい

るか。 

 

３．大磯港賑わい交流施設整備、管理運営のすべてを「まる投げ」する指

定管理方式とは 

 施設設計、施設整備、運営、施設管理などを業者に任す方式は他自治体

に例があるか。 

完成後の賑わい交流施設の出店業者や賑わい交流の場を作りだす方策

をどのように検討しているのか。町関係者との協議、検討は進んでいるの

か。この事業の目的である町活性化の具体的将来展望はいかに。 

 

４．明治記念大磯邸園の国提案をどのように受けとめているか 

 国・県・町の役割分担、財政負担などの大枠は確認されているが、邸園

緑地や松並木道等の緑地は町主体で管理することになりそうな情勢であ

る。大磯として「邸園計画」は期待できるが、町の基本スタンスが明確で

ない。 

町は固定資産税減額の上、緑地管理等が町負担になれば、将来にわたっ

て教育、福祉、環境などに大きなしわ寄せがくると考える。 

町は国・県に対して大磯邸園に係る負担をかけないことを具体的資料を

作成し、厳しく交渉していくことが問われている。その準備と自覚はある

のか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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７ 

11番 

鈴木たまよ議員 

（ 60 分） 

10：50～11：50  

 

１．中学校給食の問題について 

 新しい方式での給食再開に向けた現時点での課題と今後の展開に係る

課題について、町の考えを問う。 

 

２．町の重点施策について 

（１）みなとオアシスの事業計画、将来展望について問う。 

  ①(株)田園プラザ川場が展開する事業、町への経済効果など。 

（２）第四次総合計画後期基本計画の目標である、交流人口の増加と定住

人口の安定化について問う。 

  ①交流人口の増加と定住人口の安定化に向けた施策と将来展望は。 

（３）大磯町の観光資源について問う。 

  ①町の観光資源に係る考え方、捉え方は。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

町 長 

８ 

13番 

渡辺 順子議員 

（ 90 分） 

13：00～14：30 

 

１．町長選挙における見解を問う 

（１）投票率は41.17％と低迷だった。18歳・19歳の投票率はどうであっ

たか。町長獲得票5,429票は有権者数27,981人の 19.40％であるが、

この点をどう捉えているか。 

（２）社会保障費の増加、子育て世代へのサービス充実、イノシシの被害・

荒廃農地対策など予算措置が必要な事業は拡大している中で、大磯港

みなとオアシス、駅前整備、明治記念大磯邸園と観光重視の大規模な

事業が多い公約だった。また、懸案となっている中学校給食の体制整

備も控えている。年度を超えた事業は町民に長期にわたる負担を負わ

せることになるが、公約を実現するための事業費をどのように算定

し、どのような財政計画で臨むのか。総合計画への位置づけ・町民合

意・優先順位の考えはどうか。 

（３）弱者への配慮が見受けられない公約だったが、恒道会の運営はます

ます厳しい状況になっており、入所者へのサービス低下は目に余ると

聞いている。おおいそ福祉会との裁判の経過はどうであるか。家族会

の不安にどう応えるのか。また、東海大学提訴による住民生活への影

響をどう考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 
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９ 

12番 

鈴木 京子議員 

（ 90 分） 

14：50～16：20 

１．選挙結果についての町長の認識を問う 

 選挙結果を受け、町民は町政運営について何を求めていると考えるか、

町長の認識を問う。また、継続や国・県とのパイプを太くした結果咲かせ

る花とは何か。 

 

２．来年度予算編成の考え方について問う 

 明治記念大磯邸園の事業化は、来年度予算編成に大きな影響を及ぼすの

ではないかと考える。以下の項目について、個別に予算編成の考え方を問

う。 

（１）明治記念大磯邸園について。 

（２）駅前広場の整備について。 

（３）中学校給食ついて。 

（４）待機児童対策について。 

（５）消費税増税の影響について。 

（６）小児医療費の助成の拡充について。 

（７）福祉の制度のはざまで困難に直面する町民への独自策について。 

（８）職員の処遇について。 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

９名  ２０問 

時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


